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JS新技術について

JS技術戦略部
技術開発企画課⻑

糸川 浩紀
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JSの技術開発

下水道ソリューションパートナー
としての総合的支援

各事業主体が抱える様々な課題を共に考え、
解決策を提案し、事業の持続に役割を果た
す。

個々の地方公共団体に代わり、技術開発や
人材育成等を通じ、下水道界全体の発展
に貢献する。

下水道ナショナルセンター
としての機能発揮

JSの技術開発は、下水道ソリューションパートナーとして「地方公共団体のニーズに応
える技術の開発・実用化」を促進するとともに、下水道ナショナルセンターとして「下水
道事業全体の発展に寄与する先進的・先導的な技術の開発」を推進することにより、
良好な水環境の創造、安全なまちづくり、持続可能な社会の形成に貢献する。

JS技術開発の基本理念JS技術開発の基本理念

JS技術開発の2本柱JS技術開発の2本柱
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● 優れた新技術を受託事業に積極的に導入し、技術の善循環を円滑に実施する
ため、平成23年度から従前の制度を拡充した新たな「新技術導入制度」を運用。

 共同研究等でJSが開発した新技術について、開発者の申請に基づき、受託事業
における適用性を確認し、実施設への積極的な導入を図る。 → 新技術Ⅰ類

 JS以外で開発された新技術について、開発者の申請に基づき、JSが実施設への
適用性、受託事業における適用性を確認し、実施設への積極的な導入を図る。

→ 新技術Ⅱ類・Ⅲ類

新技術導入制度

JS新技術導入制度
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● 新規に開発されJSにおいて基準化されていない下水道技術について、
開発者の申請に基づき、JSが、受託事業における適用性※1を確認した技術

（⽇本下水道事業団における新技術の選定に関する実施要領第2条）

分類 定義
対象 ※2

処理プロセス
(システム技術) 装置・機器

新技術Ⅰ類 新技術のうち、JSが単独で又は共同研究により
開発したもの 〇 〇

新技術Ⅱ類 新技術のうち、国、地方公共団体、その他の公
共機関が開発したもの 〇 ×

新技術Ⅲ類
新技術のうち、事業団、国、地方公共団体その
他の公共機関（その共同研究者も含む。）以
外の者が開発したもの

〇 ×

※１ 適用性の確認基準
科学的・工学的な妥当性、社会的ニーズに対する有用性、現場への導入可能性、新規性、リスク分担の妥当性

※２ 処理プロセス
国交省下水道事業課⻑通知「下水道施設の改築について」別表中の「中分類」以上の技術をいう。

JS新技術の定義と分類
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事後の技術確認

新技術選定

新技術導入制度のフロー

新技術導入

 JSと⺠間企業等で実施（Ⅰ類）

 有効期間は申請者に通知した⽇から起算して
5年。必要に応じ延⻑可(1回限り＋5年)。

 受託事業の実施に当たり、新技術の導入につい
て検討を実施。検討結果を基に審議し、新技術
導入を決定。

 実施設における性能・効果の確認

共同研究

－4－

Japan Sewage Works Agency

41の新技術を選定（令和3年11月末時点）
（注）新技術選定された⽇から５年経過し、有効期間が満了した5技術を含む。

なお、新技術選定の有効期間は1回延⻑可能であり、最⼤で10年である。

M
最初沈殿池 反応タンク

下水 処理水
M

最終沈殿池

しさの効率的除去・脱水

・ 垂直ｽｸﾘｭｰ式除塵機

水処理に係る電⼒削減、処理水質の安定化
既存躯体を活用した改築・能⼒増強・⾼度処理化
⼯事中の仮設水処理・池増設の回避

・ OD法二点DO制御
・ 担体法（ﾘﾝﾎﾟｰﾌﾟﾛｾｽ）
・ 傾斜板沈殿分離装置
・ 仮設水処理ユニット

・ セラ膜省エネ型MBR
・ NH4計を用いたFB制御
・ 風量調節弁制御装置
・ 細径PVDF膜MBR

雨水の除去・排水

・ 全速全水位型水中ポンプ

・ ⾼速砂ろ過

汚泥処理設備

JS新技術のラインナップ①水処理技術など

窒素負荷の
⾼い返流水を
低コスト処理
・ｱﾅﾓｯｸｽ
ﾌﾟﾛｾｽ

返
流
水

パンフ作製時点より
2件増えています。
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JS新技術のラインナップ②汚泥処理技術

濃縮濃縮

脱水

焼却･
燃料化返

流
水

消化設備の円滑導入
消化効率向上

・ 熱改質⾼効率消化
・ 担体充填⾼速消化
・ 下部ｺｰﾝ鋼板製消化ﾀﾝｸ
・ ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型鋼板製消化ﾀﾝｸ
・ ⾼濃度対応濃縮・中温消化システム
・ 4分割ピット式鋼板製消化タンク

焼却時エネルギー
の効率的回収
・ 電⼒創造ｼｽﾃﾑ

消化

・ 圧入SP＊Ⅲ(脱水）
・ 圧入SP＊Ⅳ(濃縮脱水一体）
・ 後注入2液ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ脱水機
・ 難脱水対応ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ脱水機
・ 多重板型SP ＊脱水機－Ⅱ型
・ 回転加圧脱水機Ⅲ型
・ 回転加圧脱水機IV型
・ ダウンサイジング型ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ脱水機
・ 下水汚泥繊維利活用ｼｽﾃﾑ

＊SP＝
スクリュー
プレス

汚泥含水率の低減
汚泥脱水性の向上
汚泥処分費の削減

省エネ性向上・温室効果ガス
排出を抑制する新型炉導入

・ ⾼効率二段焼却
・ 多層燃焼流動炉
・ 気泡式二段焼却
・ 過給式流動燃焼
・ 多段制御付気泡流動炉
・ 二段燃焼式旋回流動炉
・ 電熱スクリュ式炭化炉
・ 汚泥性状変動対応型乾燥システム

水処理設備
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以降に選定
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19の新技術を106の施設に導入（令和3年10月末時点）
（注）新技術の導入決定時点でカウント

導入
件数

技術名称
(1件のものは非掲載)

56 ・ 圧入式スクリュープレス脱水機(Ⅲ型)
8 ・ OD法における二点DO制御システム
7 ・ 単槽式MBRと⾼速凝集沈殿法による仮設水処理ユニット
6 ・ 破砕・脱水機構付垂直スクリュー式除塵機
5 ・ 多層燃焼流動炉

3
・ 圧入式スクリュープレス脱水機(Ⅳ型)による濃縮一体化脱水法
・ 過給式流動燃焼システム
・ パッケージ型鋼板製消化タンク

2
・ ゴムメンブレン式超微細気泡散気装置※

・ 下部コーン型鋼板製消化タンク
・ 下水汚泥由来繊維利活用システム
・ 多重板型スクリュープレス脱水機-Ⅱ型

※有効期間満了済

新技術の選定件数および導入件数の推移

技術別導入件数

JS新技術の導入実績
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パンフレットのご紹介

ニーズに応える新技術
地方公共団体のニーズや課題から、JSが提案する解決策
を容易に探していただけるよう、ニーズ・課題別に最適な技
術の概要や導入効果、導入事例などを取りまとめたもの。

別冊 JS技術カタログ（旧ニーズに応える新技術）
「ニーズに応える新技術」でご紹介したJSが提案するソリュー
ション技術について、技術毎にその概要・特徴・導入効果な
どを取りまとめたもの。

刷新しました

JS新技術に、JSが実施したB-DASH実証技術※を加えた技術ラインナップをご紹介しています。
※B-DASH実証技術︓国⼟交通省下水道⾰新的技術実証事業(B-DASHプロジェクト)における実証技術。
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目次

パンフレットのご紹介(ニーズに応える新技術)
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◆新技術に関するお問い合わせ先は…

技術戦略部 技術開発企画課

TEL : 03-6361-7849

Mail : gikai@jswa.go.jp

◆JS新技術に関する情報は…

⽇本下水道事業団HP

https://www.jswa.go.jp/g/g04/g04.html
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